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５ 有明海の環境と漁業の状況 
（１）気象 

○気温 
年平均気温は上昇傾向にあり、1983 年(昭和 58 年)から 2002 年(平成 14 年)までの最

近の 20 年で約 1℃程度高くなっている。また、ノリ漁期（10 月から翌 3 月）につい

てみれば平均気温で、最近 20 年において約 2℃程度上昇している（図 5-1）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 年平均気温とノリ漁期平均気温の推移 
 
○降水量 

年間降水量は最近の 20 年では 2,000 ㎜程度で推移しているとともに、1993 年(平成

5 年)以降の最近 10 年間は年による変動が大きくなっている。また、1997 年(平成 9
年)以降、年間降水量はやや減少する傾向を示している。ノリ漁期の降水量について

も、年による変動はみられるものの 500mm 程度で推移している(図 5-2)。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 5-2 年間降水量とノリ漁期降水量の推移 
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○日照時間 
年間日照時間は 1983 年（昭和 58 年）から 1993 年（平成 5 年）にかけて 700 時間

程度の減少がみられた後、1994 年（平成 6 年）には 400 時間程度増加し、その後は

概ね横ばい傾向を示している。また、ノリ漁期（10 月から翌 3 月）における日照時

間は、最近の 20 年では概ね横ばいとなっている（図 5-3）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-3 年間日照時間とノリ漁期日照時間の推移 

 

 
○台風 

九州地方に上陸または接近した台風の数は、年による変動が大きく、最近の 20 年

では平均 4 程度（最高：9、最低：1）で推移している（図 5-4）。 
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図 5-4 九州地方に上陸または接近した台風の推移 
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（２）潮位・潮流 
○潮位 

有明海の平均潮位は、1984 年(昭和 59 年)以降上昇しており、外海(長崎及び枕崎)に
おいても同様の傾向がみられる（図 5-5 左図）。また、有明海の潮位差は、1980 年(昭
和 55 年)以降減少しており、この傾向は有明海湾奥部（大浦）において顕著であると

ともに、外海(長崎及び枕崎)においても同様の傾向を示している(図 5-5 右図)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）ノリ不作等第三者委員会「有明海の 30 年の推移のとりまとめ結果」より引用 
 

図 5-5 有明海内・外部における平均潮位と大潮差の推移 

（左図：平均潮位、右図：大潮差） 

○潮流 
有明海の潮流は、海上保安庁水路部によると、1973 年(昭和 48 年)と 2001 年(平成

13 年)の潮流観測結果の比較から、「場所によって今回(2001 年)調査した方が若干流速

値が大きい傾向にあるが、ほぼ同等の潮流を示している。」とされている。 
また、ノリ不作等第三者委員会の最終報告によると、「表層付近の流速の観測で以

前より減った、変化はみられない、あるいは若干速くなった、などさまざまな報告が

ある。国調費によるシミュレーションでも 1979 年と 2001 年との流速の変化は明瞭で

ない。」とされている。 
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（３）水質・干潟 

○ 水温 

最近 16 年間の有明海における年平均水温は、年による変動はみられるものの、長

期的なトレンドとして高くなる傾向を示している。有明海と東シナ海（五島西沖、

水深 10m）の海水温の変動傾向はよく一致しており、有明海における水温の上昇傾

向も有明海の外海域での水温上昇（最近 5 年間はそれまでの 30 年間の水温の平均値

に対して約 0.5℃以上高い状態）の影響を受けているものと考えられる（図 5-6）。 
 

 
図 5-6 有明海及び長崎県五島西沖における年平均水温の推移 

（浅海定線調査データ及び長崎県総合水産試験場データによる） 

○塩分 

最近 16 年間の有明海の年平均塩分は、ほぼ横這いで推移しており、降水量が多か

った 1991 年や 1993 年には湾奥を中心に低下している。一方、1998 年の塩分低下は

湾口での低下量が大きいことから、外洋から流入する海水の塩分低下による可能性

が考えられる（図 5-7）。 
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図 5-7 有明海における年平均塩分の推移（浅海定線調査データ）

（観測位置は図 5-6 参照） 
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○透明度、化学的酸素要求量（COD）、栄養塩 
有明海の透明度は湾奥で 1970 年代から上昇傾向にある。（図 5-8）。 
また、有明海における化学的酸素要求量（COD），栄養塩は測定地点毎に数値が変

化しているが、その変動幅は、COD でおおむね 2～4 ㎎/L、全窒素でおおむね 0.2～
0.8 ㎎/L、全リンでおおむね 0.02～0.10 ㎎/L の範囲内である（図 5-9）。福岡・佐賀県

海域で近年 COD が上昇する傾向がみられ、熊本県海域で全窒素が低下する傾向がみ

られる他は、いずれの項目、海域ともおおむね横這いの傾向で推移している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-8 佐賀県沖の透明度（全地点平均） 
（佐賀県の浅海定線調査データによる） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1
9
7
0

1
9
7
2

1
9
7
4

1
9
7
6

1
9
7
8

1
9
8
0

1
9
8
2

1
9
8
4

1
9
8
6

1
9
8
8

1
9
9
0

1
9
9
2

1
9
9
4

1
9
9
6

1
9
9
8

2
0
0
0

2
0
0
2

年

透
明

度
（
ｍ

）

ＣＯＤ濃度（酸性法）の経年変化

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

年度

濃
度

（
m
g
/
L
）

ＣＯＤ（酸性法） 

全窒素濃度の経年変化

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

年度

濃
度

（
m
g
/
L
）

全窒素 
全リン濃度の経年変化

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

年度

濃
度

（
m
g
/
L
）

全リン 

 凡例 
 

－●－ 有明海（イ） 
－■－ 有明海（ロ） 
－△－ 有明海（ハ） 
－◆－ 有明海（ニ） 
－○－ 有明海（ホ） 

注１）測定地点： 
有明海（イ）：（福岡県）St-6、St-8、St-9、 

（佐賀県）B-3、B-4、B-5、A-1、A-2 
有明海（ロ）：（熊本県）St-2、St-5、St-7、St-9 
有明海（ハ）：（長崎県）B-1、B-4、B-5 
有明海（ニ）：（長崎県）B-2、（熊本県）St-1 
有明海（ホ)：（長崎県）瀬詰崎沖 

注２）ＣＯＤは、海域毎の酸性法の測定点における平均値 
注３)経年変化は、海域区分毎の各測定地点の年平均値 
注４）公共用水域水質測定結果を基に作成 

図 5-9 有明海における COD、全窒素、全リンの推移（公共用水域水質測定） 
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○酸素飽和度 
底層（水底上 1.0ｍ）の酸素飽和度は有明海湾奥で夏季に低下し、冬季に回復する

年周期を繰り返している（図 5-10）。貧酸素現象（酸素飽和度 40%以下）は福岡県沖

ではほとんど観測されていないが、佐賀県沖では 1970 年代から観測されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-10 有明海湾奥部における底層（水底上 1.0ｍ）酸素飽和度の推移 
（浅海定線調査データによる） 
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○干潟面積 

有明海は大きな干満差を有していることから、河川からの土砂の供給量の多い東側

の沿岸を中心として広い干潟が形成されている。干潟は江戸時代以前から干拓されて

きており、その面積は縮小している（図 5-11 左）。現在は約２万ヘクタールの干潟が

存在しているが、江戸時代以降から昭和 50 年代までにほぼそれに匹敵する干潟が干

拓されている。また、近年においても、環境省が 1978 年に実施した第２回自然環境

保全基礎調査と 1989年から 1992年に実施した第４回自然環境保全基礎調査の結果を

比較すると、22,200ha から 20,700ha に 10 年余りの間に約 1,500ha（約 7%）の干潟が

減少している（図 5-11 右）。 
 

＊「有明干拓史」（九州農政局有明干拓事業所）：干拓
＊「農用地開発事業総覧」（農林省農地局開墾建設課監修）：干拓
＊「有明海総合開発調査報告書」（農林省、通産省、運輸省、建設省、経企庁）
＊「第４回自然環境保全基礎調査」（環境庁）：干潟
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図 5-11 有明海における干拓の変遷と近年における干潟面積の推移 
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（４）底質・底生生物 

○底質 

有明海の底質は、湾奥西側と熊本県沿岸部に粒子の細かい泥質、湾中央に砂質、湾

口部には砂礫質の堆積物が分布している。 
また、有明海湾奥の佐賀県側で細粒部が拡大している傾向が認められる。なお、底

質の変化に応じて、タイラギの生産量を示した（図 5-12）。 
一方、諫早湾では、湾奥の一部で潮受堤防の施工中と締切後に粒度変化が観測され

たが、諫早湾の湾口及び湾外の観測地点では、底質の粒度について一定の変化傾向は

みられていない（図 5-13）。 
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図 5-12 佐賀県沖の底質の中央粒径値(Mdφ)とタイラギの生産量の推移 
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図 5-13 諫早湾内の粒度組成の推移 
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○底生生物 

有明海の底生生物は種類数・個体数で湾奥部と湾東側の熊本県沿岸で少なく、多毛

類の占める割合が高くなっている。有明海の湾中央部から湾口部は種類・個体数と

も多くなっており、湾中央部では小型甲殻類の割合が高く、湾口部ではカニ類やヒ

トデなどが多くみられている。 
環境省が平成 13 年 2 月（冬季）および 8 月（夏季）に行った底生生物調査による

と、マクロベントスの種類数・個体数は冬季と夏季で大差なく、門別にみてみると、

冬季・夏季ともに環形動物の占める割合が高い調査地点が多い。メイオベントスは、

冬季に種類数が多く、夏季に個体数が多い（図 5-14）。                  

 
 

 
 

出典：環境省 有明海水質等状況調査の結果について（H15） 

図5-14 底生生物種類数の分布 
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一方、諫早湾においては、湾口北側の B4 で潮受堤防締切前後の底生生物の出現状

況に大きな変化を示さず、湾口南側の S10、B5 では、潮受堤防の締切前後で個体数

の増加がみられる。また、多様度指数の観点からは、諫早湾湾口部で潮受堤防の締

切前後で明らかな変化傾向はみられていない（図 5-15）。これらのことを勘案すると、

締切前後で諫早湾湾口部の底生生物の生息環境に大きな変化は認められないものと

考えられる。 
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底生生物は移動性が小さいため、生育環境である底質の影響を強く受ける。一般的に、底質環境が悪化すると、そこに生

息する底生生物の多様性が低下するとされている。 

図 5-15 諫早湾における底生生物の推移 
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（５）赤潮・プランクトン 

○赤潮 

1988 年度以降の 15 年間でみると、有明海の赤潮発生件数は、長崎、熊本県沖で増

加傾向にあるが福岡、佐賀県沖では横ばい傾向にあり、赤潮発生延べ日数は佐賀県

沖を除く福岡、長崎及び熊本県沖で増加傾向にある。一方、赤潮発生平均日数は年

度によるバラツキが大きく明らかな変化傾向はみられない（図 5-16）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）赤潮発生平均日数＝赤潮発生延べ日数／発生件数 

 

図 5-16 有明海における赤潮の発生件数、延べ日数、平均日数の推移 

（九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮」による） 
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 ノリ不作があった 2000 年度（平成 12 年度）の 12 月には、赤潮が有明海湾奥の福岡、

佐賀両県及び湾央の熊本県の海域で発生している（図 5-17）。この赤潮を構成するプラン

クトンは、リゾソレニア・インブリカータ（Rhizosolenia imbricata）等を主とした大型珪

藻類である（図 5-18）。 
また、有明海における珪藻類の休眠

期細胞の存在密度は、2001 年の調査

データからは瀬戸内海に比較して高

く、特に、スケレトネマ・コスタ－タ

ム（Skeletonema costatum）とタラシオ

シラ（Thalassiosira）が瀬戸内海にお

ける平均値の 10 倍であり、有明海は

珪藻赤潮が出現しやすい海域といえ

る（図 5-19）。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-19 有明海に主要な珪藻類休眠期細胞 

                    の存在密度（2001 年） 
                                （行政対応特別研究成果による）       

130°-00 5 10 15 20 25 30 35

10

33°
00

32°
30

50

40

< 104

106 < 

休眠期細胞数/cm 3  

104~ 4.9X104

5X104~ 105

105~ 4.9X105

5X105~ 106

全珪藻類

図 5-18 平成 12 年 12 月に有明海福岡県地先全

域で発生した赤潮のプランクトンの

種構成 
（九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮」による） 

図 5-17 平成12年 12月の赤潮発生状況
（九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮」による） 
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○プランクトン 

福岡県の浅海定線調査データでは、プランクトン沈殿量は、1980 年代前半以前

は年により 200ml/m3 を超えるピークがみられるものの、1980 年代後半以降は横這

いとなっている（図 5-20）。 
諫早湾の植物プランクトンの種類数は、湾奥、湾口の調査地点とも季節変動はあ

まり明確でなく、出現種類数、細胞数、種構成などに経年的に大きな変化はみられ

ない（図 5-21）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-20 プランクトン沈殿量の推移 

（福岡県浅海定線調査データによる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 5-21 諫早湾における植物プランクトンの出現種類数の経年変化 
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（６）漁業生産 

○漁獲量の推移 

有明海４県（福岡、佐賀、長崎、熊本）の総漁獲量は、年によって変動はあるも

のの、ほぼ一定であり、その内訳は、海面漁業が減少する一方、ノリ養殖業が増加

している（図 5-22）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（農林水産統計年報による） 
 図 5-22 有明海４県（福岡、佐賀、長崎、熊本）の漁獲量の推移 

 

    ○ノリ養殖業 

有明海のノリ養殖の増加は、ノリ養殖場の増加や養殖技術の発達によるものである

が、一方でノリの作況は、県別にみると 1952 年以降、ノリ不作がたびたび起こるな

ど不安定な状況と状況となっており、その原因は年によって異なるものの、大半は

「あかぐされ病」、「壺状菌」、「スミノリ症」、栄養塩不足による色落ちなどによるも

のである（表 5-1）。なお、ノリ不作等第三者委員会が設置される契機となった 2000
年度（平成 12 年度）のノリ不作の主な原因は、ノリ不作等第三者委員会の「有明海

のノリ不作の対策等に関する中間取りまとめ」（平成 13 年９月 20 日）等によれば、

大型珪藻（リゾソレニア・インブリカータ）の赤潮の広域的かつ連続的な発生にと

もなう養殖漁場での栄養塩濃度の低下による著しい色落ちであり、この赤潮は秋季

の大量降雨に引き続く晴天の持続に高水温が加わったかなり異常な気象・海象によ

って発生したと考えられるとしている（図 5-23）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             （水産庁ノリ共販実績等による） 

図 5-23 有明海４県（福岡、佐賀、長崎、熊本）のノリ共販枚数の推移
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表 5-1  有明海ノリ作況一覧（1952～2000 養殖年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡 佐賀 熊本 長崎
1952
1953 *** 赤腐れ病

1954
1955
1956 豊 (豊作年)

1957 ** - * *****
1958 * - ***** *** 11月Rhizosolenia

1959
1960
1961 * * * - 赤腐れ病・栄養塩不足

1962 豊 (豊作年)

1963 ** ** **** * 赤腐れ病 (豊作年) 栄養塩不足

1964 (豊) (豊)
1965 ** * **** ***** 赤腐れ病

1966
1967 ***** ***** ***** *
1968 ** - 擬似白腐れ病 赤腐れ病等

1969 ** 10月高温、擬似白腐れ病

1970 - -
1971 * - 赤腐れ病

1972 - ** *
1973 豊 豊 (豊作年) (豊作年)

1974 * *豊 - **** (豊作年)

1975 *豊 (豊作年)

1976 - * - * 壷状菌

1977 (豊) * 赤腐れ病

1978 (豊) (豊) 豊 (豊作年)

1979 * *** * 豊 *** (豊作年) 芽イタミ、赤腐れ病、壷状菌

1980 * -
1,2月Chaetoceros、
R.setigera、Eucampia

1981 - **
1982 - * ** 赤腐れ病、壷状菌 赤腐れ病 赤腐れ病、壷状菌

1983 豊 豊 (豊作年) (豊作年)

1984 - (豊) ** *** 栄養塩不足、壷状菌 赤腐れ病、色落ち

1985 - ** - スミノリ

1986 - * 白腐れ病 赤腐れ病、壷状菌

1987 - *** 壷状菌

1988 (豊) - 秋芽色落ち

1989 * 豊 ** 赤腐れ病 (豊作年) 赤腐れ病、壷状菌

1990 - - - * ** 芽流れ、1月Eucampia

1991 *
1992 - - - - * 赤腐れ病

1993 豊 * *
1994 - - -
1995 - 豊 豊作年

1996 ** * *** * ***** 赤腐れ病 赤腐れ病、色落ち

1997 豊 豊 豊作年

1998 - - - -
1999 * * ** -
2000 *** ***** *** * **

赤腐れ病
10月R.styliformis

赤腐れ病、11月Eucampia

特記事項
全体 福岡 佐賀 熊本 長崎

擬似白腐れ病

低塩分、赤腐れ病、2月Rhizosolenia

擬似白腐れ病、1月にChaetoceros、Eucampia

1月Chaetoceros、Eucampia

赤腐れ病、2月Eucampia

スミノリ、1月Eucampia

1月Eucampia、低塩分

1月Chaetoceros、R.setigera、Eucampia

1月Chaetoceros、Eucampia、スミノリ

赤腐れ病、1月R.setigera、Eucampia

赤腐れ病、12月R.setigera、2月Eucampia

12月R.imbricata

赤腐れ病

赤腐れ病、壷状菌、12月R.imbricata

（注１）各年度生産量の対前年比減少率は次のように示す。-：10％未満　*：10～20％　**：20～30％未満
　　　　　***：30～40％未満　****：40～50％未満　*****：50％以上
（注２）　　　　印は顕著な不作年を示す。
（注３）豊漁年は豊あるいは(豊)で示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西海区水産研究所）
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 ○海面漁業 

海面漁業の漁獲量は、その大半が貝類であり、貝類の減少により漁獲量全体も 1980
年代以降減少している（図 5-24）。貝類の漁獲量は、全体では 1970 年代後半から減少し

ており、特に熊本の減少が顕著である。漁獲量のピーク時の対象は主にアサリ類であり、

1980 年代以降激減すると、それまでの漁獲量のすくなかったサルボウ類が漁獲の主体

となり現在に至っている。タイラギとアゲマキは年による変動が大きいが、タイラギは

80 年代前半以降激減し、アゲマキは 90 年代前半以降ほとんど漁獲されていない（図

5-25）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （農林水産統計年報による） 

図 5-24 有明海４県（福岡、佐賀、長崎、熊本）の海面漁業漁獲量の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （農林水産統計年報による） 

図 5-25 有明海４県（福岡、佐賀、長崎、熊本）の貝類漁獲量の推移 
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